
研究会事業
平成28年事業計画
１　高度情報化農業研究を巡る状況

　
高度情報化農業の目指すものは、ICTを活用した安全・安心・安価な農産物の安定供給であり、環境保全と生産性の両立・増進である。

北海道は、大規模な土地利用型農業経営が行われており、高度情報化農業に適合する地域である。このような農業環境にあって、農業労働人口の減少および高齢化が進んできている中で、農作業の軽労化、生産性の向上および環境保全が求められている。このため、農作業のロボット化、オートガイダンスシステム、精密農業などの高度情報化農業の研究・実証・普及が進んでいる。また、農業を取り巻く環境は地球的規模で激変しようとしている。正に、情報が鍵を握り、その収集・把握、共有、農業活性化への応用が求められる今日である。

このような状況の下で、高度情報化農業の研究・実証・普及は、今後ますます加速するものと考えられる。

２　北海道高度情報化農業研究会の活動方針
農業情勢のめまぐるしい変化を前に、多様な即応力強化の要望が高まり、本研究会が２００４年11月に設立され、①全地球航法衛星システム（ＧＮＳＳ）、地理情報システム（ＧＩＳ）、リモートセンシング（ＲＳ）等による基盤整備・生産技術開発、②インターネットや携帯電話、ＩＣタグ等による流通システム改善、③地域農業情報システムによる営農改善、などの情報共有、課題解決への寄与を目的にスタートした。
今期の研究会の基本方針は、①会員の多様な期待に応える活動を重視する。②会員の交流促進、情報の共有化を重視する。

３　活動計画

研究会の基本方針に基づき、次の事業実施を計画する。

なお、計画の詳細については運営委員会及び事務局に一任願いたい。

（１）会議の開催
運営委員会を随時開催し、第12期の活動計画を検討し、具体化する。
（２）北海道情報化農業ニュースの発刊
前期と同様に北海道情報化農業ニュースを３ヶ月毎に定期発行する。また、定期発行の間に得られた情報については随時号外を発行する。
（３）セミナー、講演会の開催
通常総会に合わせてセミナーを開催する。
その他講習会、セミナー等の開催については、運営委員会においてテーマを定め開催する。（開催日程等詳細については決定次第、北海道情報化農業ニュースでお知らせする。）
（４）後援・行事参加
前期と同様にいろいろな行事に参加し、当研究会の活動をＰＲする。
（５）他の研究会との連携

高度情報化関係の研究会と連携を図り、情報交換を行う。
